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会

概

況

神
杉
村
、

昭
和
二
十
九
年
三
月
に
、
三
次
町
、
十
日
市
町
、
酒
河
村
、
和
田
村
、
河
内
村
、

田
幸
村
、
粟
屋
村
の

八
ヶ
町
村
が
合
併
し
て
、
三
次
市
と
な
っ
た
の
で
、

良
坂
町
、
吉
舎
町
、

西
南
に
三
和
町
と
三
区
分
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
双
三
郡
は
三
次
市
を
中
央
に
、
北
は
君
田
村
、
布
野
村
、
作
木
村
、
東
は
三

昭
和
二
十
四
年
、
県
遺
族
連
盟
が
創
設
さ
れ
た
時
、
双
三
郡
か
ら
、
川
地
村
会
長
、

山
田
金
男
氏
が
出
て
県
連
盟
の
副
会
長
に
選
任
さ
れ
、
初
代
県
会
長
藤
田
直
義
氏
を

助
け
て
い
る
。
高
岡
啓
三
郎
十
日
市
町
会
長
が
県
の
理
事
に
、

三
次
町
の
会
長
三
原

に
寄
与
し
て
い
る
。

芳
一
氏
が
評
議
員
に
二
十
六
年
は
県
副
会
長
に
と
、
創
始
期
の
県
遺
族
連
盟
の
振
興

双
三
郡
は
二
十
七
年
に
は
三
次
町
の
会
長
木
島
次
郎
氏
が
郡
の
会
長
に
選
任
さ

れ
、
郡
の
組
織
が
確
立
し
て
い
る
。

-
当
時
の
双
三
郡
各
町
村
の
会
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
次
町

木
島

次
郎

=二

O
柱

作
木
村

板
木
村

柳
井
伊
太
郎

一
六
三
柱

八
幡
村

川
地
村

二

O
O柱

吉
舎
町

西
国

平

十
日
市
町
高
岡
啓
三
郎

二
ハ
九
柱

三
良
坂
町
山
口

酒
河
村

酒
井
雷
太
郎

五
柱

和
田
村

河
内
村

1中
森

盛
平

八
六
柱

神
杉
村

松
岡

藤
谷

金
田

錦
織

中
山

茂
義

二
六
三
柱

真
直

一
O
四
柱

建

二
四
六
柱

精

二
三
六
柱

考
之

九
八
柱

諸

八
七
柱

君
田
村

梅
木

定

二

O
六
柱

田
幸
村

山
中

徳

。
柱

布
野
村

大
野
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一
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瀬

正
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一
四
四
柱

粟
屋
村

野
村

久
登

一
四

O
柱

双
三
郡

計

一
三
九
柱

次
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昭
和
二
十
九
年
三
次
市
が
独
立
し
た
の
で
、
六
月
三
次
市
、

双
三
郡
両
遺
族
会
の

役
員
会
が
開
催
さ
れ

両
会
の
会
長
副
会
長
を
選
定
。

三
次
市
遺
族
更
正
連
盟
の
会
長

木
島
次
郎
氏
(
三
次
町
)
、
副
会
長

高
岡
啓

一郎
氏
(
十
日
市
町
)
、
同
岩
井

意
氏
(
神
杉
町
)
と
、

双
三
郡
遺
族
更
正
連
盟

の
会
長

山
口
精
一
氏
(
三
良
坂
町
)
、
副
会
長
に
西
田
平

一
氏

(川
地
村
)
同
大

野
元
義
氏
(
布
野
村
)
が
選
出
さ
れ
た
。
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こ
の
頃
よ
り
講
和
条
約
も
締
結
し
国
民
等
し
く
真
我
に
帰
り
、
平
和
民
主
の
日
本

再
建
に
、

わ
け
で
遺
族
会
と
し
て
英
霊
の
顕
彰
、
護
国
神
社
の
再
建
、
招
魂
祭
の
復

活
等
が
、
県
本
部
に
於
い
て
も
議
題
と
さ
れ
て
来
た
。
本
地
区
は
県
会
議
員
議
長
小

谷
伝
一
氏
の
産
地
で
も
あ
り
、
原
爆
で
焼
失
し
た
、
広
島
護
国
神
社
の
復
旧
、
再
建

に
広
島
護
国
神
社
奉
賛
会
が
結
成
せ
ら
れ
県
遺
族
会
長
を
と
の
事
も
あ
っ
た
が
、
小

谷
伝
一
県
会
議
長
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

小
谷
議
長
は
こ
の
際
広
島
県
は
護
国
神
社
が
広
島
と
福
山
で
二
社
あ
る
を

一
社
に

統
合
す
る
案
を
出
さ
れ
、
備
後
地
区
の
強
い
要
望
が
あ
り
護
国
神
社
と
し
て
存
続
す

る
事
に
な

っ
た
。
祭
神
も
安
芸
、
備
後
と
区
域
を
限
定
せ
ず
、
遺
族
の
交
通
便
等
の

要
望
を
容
れ
芸
備
沿
線
の
比
婆
、
庄
原
、
三
次
、

双
三
地
区
の
英
霊
を
広
島
護
国
神

社
に
合
記
さ
れ
る
様
に
な

っ
た
。

小
谷
議
長
の
強
力
な
英
霊
顕
彰
の
政
治
政
策
と
相

ま

っ
て
、
遺
族
会
の
活
動
も
活
発
で
、

川
地
村
出
身
の
西
田
平

一
氏
県
副
会
長
に
推



さ
れ
又
護
国
神
社
総
代
役
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
郡
会
長
は
常
に
県
の
理
事
会
、

支
部
長
会
に
出
席
し
て
、
中
央
及
県
の
努
力
目
標
を
伝
達
、
合
議
し
各
町
村
支
部
の

自
主
性
を
重
ん
じ
、
育
成
、
振
興
に
努
め
て
来
た
。

三

良

坂

町

遺

族

会

古
い
時
代
か
ら
陰
陽
を
結
ぶ
駅
と
し
て
栄
え
た
当
地
は
出
雲
大
社
分
院
も
あ
り
、

敬
神
思
想
の
深
い
処
で
、
遺
族
会
創
設
の
先
導
者
た
る
初
代
会
長
、

山
口
精

一
氏
は

三
良
坂
町
長
と
し
て
多
年
力
量
を
町
行
政
に
尽
く
さ
れ
、
教
育
行
政
者
と
し
て
も
県

公
立
学
校
施
設
整
備
結
成
同
盟
会
長
と
し
て
、

町
遺
族
会
長
よ
り
郡
会
長
と
し
て
そ

の
功
績
は
誠
に
大
で
あ
る
。
英
霊
顕
彰
に
関
し
て
は
大
正
時
代
に
創
設
さ
れ
た
、

護
国
社
た
る
「
桜
神
社
」
が
あ
り
毎
年
四
月
十
日
は
恒
例
の
大
祭
、
慰
霊
祭
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
年
四
回
の
神
社
清
掃
も
、
町
民
の
関
係
者
団
体
に
よ

っ
て
確
実
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。
本
町
遺
族
会
活
動
の
特
色
は
、
年
当
初
の
役
員
会
に
於
い
て
、
中

央
県
の
指
令
を
参
酌
し
て
年
度
の
努
力
目
標
を
定
め
て
町
遺
族
会
の
活
動
の
活
性
化

に
努
め
て
来
て
い
る
。

-
純
潔
崇
高
な
る
英
霊
の
犠
牲
奉
公
の
精
神
を
承
継
し
こ
れ
を
永
遠
に
伝
え
、
平

和
日
本
建
設
の
基
礎
た
る
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
相
戒
め
て
遺
族
た
る
の
誇
り

を
保
ち
、
相
扶
け
て
同
憂
の
よ
し
み
を
厚
く
し
、
も

っ
て
平
和
国
家
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

O
年
の
始
め
総
会
を
執
行
し
て
意
識
の
統

一
を
計
る

O
桜
神
社
を
中
心
と
し
て
英
霊
顕
彰
の
町
民
思
想
高
揚
に
努
め
る

O
毎
年
四
月
十
日
の
慰
霊
祭
、
年
四
回
の
清
掃
行
事
の
励
行

O
終
戦
五
十
周
年

記
念
行
事
の
実
施

役
員

歴
代
会
長

初
代

山
口

代

木
村

代

渡
辺

四
代

阿
部

現
役
員

.6. 
Zミ

阿
部

出山

長

婦
人
部
長

新
谷
ヤ
ス
子

和

町

町

精

(
昭
二
四

i
昭
四
四
)

菊

(昭
四
四

1
昭
五

O
)

剛

(昭
五

0
1
平
四
)

由

(
平
四

1
現
在
)

副
会
長

堀

修
吾

遺

族

ム
ヨミ

旧
世
羅
郡
上
山
村
と
同
郡
津
名
村
敷
名
地
区
と
双
三
郡
板
木
村
が
合
併
し
て
、
三
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和
村
と
な
る
。
上
山
村
は
名
村
長
、
寺
野
直
一
郎
氏
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三
世

に
渡
り
、
四
十
有
五
年
の
善
政
を
な
し
、
名
峰
天
神
獄
の
山
頂
の
夫
婦
岩
に
「
忠
孝
」

の
振
興
に
努
め
、
大
正
九
年
、

の
文
字
を
刻
し
て
示
し
た
如
く
、
愛
郷
崇
祖
の
「
日
本
の
心
」
を
村
是
と
し
、
村
政

山
豚
有
明
公
の
揮
牽
に
な
る
忠
魂
碑
を
建
設
、
神
社

を
統
合
、
村
民
憩
い
の
広
場
を
造

っ
て
、
招
魂
祭
を
挙
行
、

か
つ
て
は
草
競
馬
な
ど

を
行

っ
て
招
魂
の
行
事
を
実
施
さ
れ
て
来
た
。
現
在
自
然
公
園
に
改
修
し
て
先
輩
の

歴
代
会
長

遺
志
を
継
承
し
て
、
桜
咲
く
四
月
町
主
催
の
追
悼
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

板
木
村
会
長

柳
井
伊
太
郎

上
山
村
初
代
会
長

平
田
静

三
和
町
初
代
会
長

林

現
在
の
役
員

二
代

森
田

哲

最
質

代

森
田

哲

代

片
岡
案
山
子



会
長

佐
藤

岡
光

義
範

孝
明

副
会
長

河
野

忠

同

婦
人
部
長

青
壮
年
部
長

重
信
ツ

ユ
コ

士
ロ
高
サ
ト
ミ

監
事

一
則
、
梶
谷

郡
事
務
局
長
兼
務

高
味

正
純

幸
夫

柳
井

会
費

三、

0
0
0円、

一
般
会
員

五

O
O円

受
給
者

定
例
行
事

O
各
地
区
別
追
弔
法
要

忠
魂
碑
二

遺
族
会
主
催

慰
霊
碑

一

O
遺
族
碑
の
清
掃
と
供
養

八
月
、
十
二
月

O
広
島
護
国
神
社
団
体
参
拝

秋

O
会
員
の
研
修
旅
行

O
県
郡
遺
族
会
主
催
の
靖
国
団
参
に
参
加

O
郡
遺
族
会
役
員
研
修
会
参
加

作

木

村

族
必』、
-z:;: 

遺

広
島
県
の
北
端
に
位
す
る
布
野
村
、
君
田
村
と
並
ん
で
西
南
は
江
川
に
沿
っ
て
北

に
伸
び
た
細
長
い
村
で
、
常
清
滝
は
有
名
で
面
積
の
八

二
%
は
山
林
で
冬
は
大
沢
高

原
ス
キ
|
場
、
名
産
の
梨
や
椎
茸
が
、
英
霊
の
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ

っ
た
事
と

思
う
。
英
霊
数
二
六
三
柱
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
古
里
に
育
ち
、
尽
忠
報
国

日
本
男

子
の
本
懐
を
遂
げ
ら
れ
た
郷
土
の
勇
士
は
慰
霊
碑
に
杷
ら
れ
て
い
る
。

戦
没
者
並
び
に
原
爆
死
没
者
と
共
に
年
々
村
の
主
催
で
追
悼
式
を
行

っ
て

い
る
。

広
島
護
国
神
社
大
祭
は
隔
年
秋
に
参
拝
し
て
い
る
。

初
代
会
長

山
本
コ
ヌ
イ

現
在
の
役
員

会
長

三
上
ヒ
サ
コ

佐
伯

副
会
長

加
良
谷
俊
祐

良

同

婦
人
部
長

坂
上

ヨ
シ
コ

青
壮
年
部
長

宮
崎

宥

監
事

沖
田

朝
子
、
森
崎
イ
ツ
エ

会
費

受
給
会
員

四、

0
0
0円、

一
般
会
員

一
、

0
0
0円

士
ロ

町

盆と
Eコ

遺

族
必b、
ヨミ

士
ロ
舎
と
い
う
と
日
彰
館
中
学
校
を
想
起
す
る
。
県
北
の
文
化
の
町
と
し
て
、
明
治

大
正
期
、
本
学
舎
が
多
く
の
人
材
を
地
方
に
送
り
出
し
振
興
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

特
に
軍
人
を
志
望
し
て
、
尽
忠
報
国
す
る
こ
と
は
日
本
人
の
大
き
な

一
つ
の
理
想
で

あ

っ
た
。
本
学
府
よ
り
軍
人
を
志
願
し
て
名
を
成
し
た
方
も
多
く
、
吉
舎
町
内
に
祖

霊
社
六
社
、
頭
徳
社
が
あ
る
。

い
つ
れ
も
氏
神
社
の
境
内
社
と
し
て
明
治
以
来
の
、

戦
没
者
の
英
霊
が
柁
ら
れ
て
い
る
。
忠
魂
碑
二
碑
も
守
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
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で
慰
霊
の
行
事
が
定
例
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

町
の
慰
霊
行
事
は
、
主
催
を
社
会
福
祉
協
議
会
の
名
に
於
い
て
行
い
、
現
在
で
は
、

追
悼
式
と
し
て
全
町
民
で
実
施
し
て
い
る
。

英
霊
柱
数

四
二
一
柱
、
遺
族
数

一一一
七
(
内
受
給
会
員
五
八
、
会
員
二
六
九
)

婦
人
部
数

。
青
壮
年
部
数

A 

費

受
給
会
員

四

O
O
O円、

一
般
会
員

四

O
O円

現
在
役
員

A 
Z三

長

青
木

成

副
会
長

梅
木

明
美

道
々

啓
見士

同

婦
人
部
長

伊
藤
ス
ミ
エ

青
壮
年
部
長

星
埜

弘

監
事

加
藤

勝
、
森
末

和
人

創
設
以
来
の
会
長
名

初
代
会
長

大
岡

宏

二
代
会
長

金
田

建



三
代
会
長

後
藤
豊
三
郎

四
代
会
長

大
田

庄

年
間
行
事
の
大
要

一
、
郡
遺
族
連
合
会
の
会
議
に
於
け
る
中
央
及
県
の
努
力
目
標
の
伝
達
と
実
施

一
、
靖
国
神
社
団
参

広
島
護
国
神
社
団
体
参
拝
の
決
行

一
、
慰
霊
碑
各
祖
霊
社
の
清
掃
、
慰
霊
行
事
の
定
着

一
、
会
員
の
親
睦

見
学
研
修
旅
行
の
実
施

君

村

~、
Z玄

遺

族

田

番
神
さ
ん
の
神
前
に
正
座
し
て
、

し
き
り
に
礼
拝
し
て
い
る
お
婆
さ
ん
に
声
を
か

け
て
話
す
と
、

お
婆
さ
ん
一
俣
を
拭
き
な
が
ら
、
私
の
一
人
息
子
が
戦
死
し
て
、
今
日

は
三
十
五
年
自
の
命
日
、
嫁
い
で
来
て
三
年
目
待
望
の
男
の
子
が
生
れ
て
、
こ
の
番

神
さ
ん
に
度
々
お
参
り
し
て
育
て
た
長
男
、

一
男
二
女
に
恵
ま
れ
て
、
幸
せ
な
人
生

も
こ
の
度
の
戦
争
で
、
名
誉
の
戦
死
、
誉
の
家
と
皆
さ
ん
か
ら
賞
讃
さ
れ
ま
す
。
国

の
為
に

一
命
を
俸
げ
護
国
の
神
と
し
て
靖
国
の
社
に
祭
さ
れ
る
。

日
本
男
子
と
し
て

申
し
分
な
い
こ
と
で
す
が
、
生
み
の
親
と
し
て
は
悲
嘆
の
涙
は
っ
き
ま
せ
ん
・
:
と
、

お
国
に
役
立
つ
子
に
育
て
て
下
さ

っ
た
お
礼
参
り
で
心
を
な
ぐ
さ
め
て
い
ま
す
と
、

思
い
出
話
は
っ
き
な
い
。
こ
の
悲
し
み
は
遺
族
肉
親
の
偽
ら
ざ
る
真
情
で
あ
る
、

田
村
一
村
で

一
一
五
柱
の
英
霊
、
村
内
二
基
の
忠
魂
碑
を
守

っ
て
昭
和
二
十
七
年
梅

木
是
一
氏
会
長
と
な

っ
て
、
村
遺
族
会
を
創
設
し
二
代
会
長
中
野
正
氏
、

三
代
会
長

高
下
求
氏
と
会
の
組
織
と
活
動
の
強
化
に
努
め
、

四
代
会
長
山
脇
喜
義
氏
、

五
代
会

長
高
下
勝
三
氏
と
な
り
郡
活
動
に
協
力
よ
く
活
性
化
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
役
員

会
長

誠

清
水

山
口

副
会
長

章
司

婦
人
部
長

清
水
ア
サ
ヨ

農
山
村
寒
冷
地
帯
で
遺
族
の
高
令
化
に
よ
り
遺
族
会
主
催
の
追
悼
法
要
は
二
年

に
一
回
と
し
毎
年
春
秩
の
広
島
護
国
神
社
参
拝
、
会
員
の
研
修
の
旅
は
郡
の
行
事

に
参
加
、
県
及
郡
の
研
修
、
役
員
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
伝
達
を
密
に
す
る
様
心

掛
け
て
い
る
。

予
算
及
会
費

追
悼
法
典
に
つ
い
て
は
全
額
村
社
協
が
充
当

護
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
は
経
費
の
二
分
の
一
補
助

会
員
の
会
費

五、

0
0
0円、

一
般
会
員

一、

0
0
0
円

受
給
会
員

布

野

村

族

遺

必己、
2ミ

布
野
村
と
い
う
と
陰
陽
交
通
の
国
道
五
四
号
線
、
赤
名
峠
を
通
っ
て
出
雲
参
り
の

565一

県
北
の
地
、
歌
人
中
村
憲
吉
の
生
誕
地
で
「
満
月
は
暮
る
、
空
よ
り
須
央
に
出
で
、

向
い
の
山
を
照
り
て
明
る
し
」
。
知
波
夜
比
売
神
社
の
忠
魂
碑
に

一
七
三
社
の
英
霊

が
杷
ら
れ
て
い
る
。
遺
族
会
を
設
置
し
た
の
は
、
昭
和
二
七
年
で
現
在
会
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
遺
族
数
は
一
五

O
戸
で
、
村
独
自
の
立
場
で
慰
霊
追
悼
の
法
典
を
三

君

年
に
一
度
は
村
を
代
表
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
二
ヶ
年
は
遺
族
会
が
主
体
と

な
っ
て
慰
霊
祭
を
碑
前
で
行
っ
て
い
る
。
広
島
護
国
神
社
の
大
祭
参
拝
は
毎
年
の
秋
、

神
式
、
仏
式
と
交
代
に
参
拝
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
行
事
に
つ
い
て
は
郡
遺
族
会

の
年
中
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。

歴
代
会
長

初
代
会
長

元
義
(
昭
二
七

1
昭
三
二
)

大
野

二
代
会
長

有
，馬

四
郎
(
昭
一
一一一一一

1
昭
四
六
)



三
代
会
長

永
末
シ
ゲ
ミ
(
昭
四
七

1
昭
四
八
)

四
代
会
長

下
回

九
市
(
昭
四
九

1
昭
五
一
)

五
代
会
長

弓
掛
ハ
ツ
ミ
(
昭
五

二
1
昭
六
三
)

現
在
役
員

止与
ヱ三五

耕

副

A 
;r;; 

横
JII 

博
美

長

石
田

長

婦
人
部
長

青
壮
年
部
長

日

丸
田

才
回
フ
ミ

エ

監

滝
野
口
清
之
、
河
野

静
子

事

会
費

四、

0
0
0円
、
会
員

五

O
O円

受
給
会
員

青
年
部

一
、

0
0
0円

式

辞

(双
三
郡
三
和
町
)

本
日
は
戦
争
終
結
五
十
周
年
記
念
事
業
紀
念
碑
の
除
幕
式
を
行
う
に
当
り
ま
し
て

公
私
共
に
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
冨
野
井
県
会
議
員
様

神
重
町
長
様

竹
川
議
会

議
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
御
来
賓
の
方
々

又
多
く
の
地
域
の
方
々
の
御
臨
席
を
戴

き

厳
に
除
幕
の
式
典
を
執
行
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

衷
心
よ
り
厚
く
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

想
い
ま
す
に

五
十
年
前
ま
で
は
兵
役
の
義
務
は
日
本
国
民
の
大
き
な
義
務
で
何
人

も
こ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

全
て
の
男
子
は

二
十
才

に
な
る
と
徴
兵
検
査
を
受
け
兵
役
に
服
す
こ
と
と
さ
れ

明
治
以
来
幾
多
の
戦
役
に

多
く
の
若
者
が
参
加
し

出
発
の
朝
こ
こ
馬
通
峠
の
高
台
に
立
ち
多
く
の
村
人
の
見

送
り
を
受
け

一
生
懸
命
の
御
奉
公
と
武
運
長
久
を
御
祈
り
し
ま
す

村
長
さ
ん
は

と
激
励
さ
れ
若
者
は

一
死
以
て
報
国
を
誓

っ
て
炎
熱
の
南
方

極
寒
の
北
辺
で
祖
国

と
民
族
の
た
め
一
身
を
犠
牲
に
し
て
戦
い

又
内
地
に
残

っ
た
老
幼
婦
女
子
は
言
語

に
絶
す
る
苦
難
に
耐
え
若
者
の
い
な
い
国
を
護
り
つ
づ
け
ま
し
た
。

然
し
遂
に

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
我
国
は
無
条
件
降
伏
で
戦
は
終
り
ま
し
た
。

九
死
に
一
生
を
得
た
者
は
復
員
し
戦
後
の
再
建
に
努
め

一
方
苛
烈
な
戦
の
な
か
で

傷

つ
き

あ
る
い
は
病
に
倒
れ
な
が
ら

家
族
の

ひ
た
す
ら
祖
国
の
繁
栄
を
信
じ

安
否
を
心
配
し
な
が
ら
異
国
の
戦
場
で
散
華
さ
れ

こ
の
馬
通
峠
の
土
を
再
び
踏
む

こ
と
の
出
来
な
か

っ
た
方
々
は
実
に
一
九
一
名
の
多
く
を
数
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん

無
常
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
と
死
を
別
け
た

訣
別
の
跡
に
今
立

っ
て
往
時
を
想
起
し
体
も
震
え
心
の
高
ぶ
り

を
感
ず
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
我
国
は
め
ざ
ま
し
い
繁
栄
を
と
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
然
し
こ
の
繁
栄
の
陰
に

は
多
く
の
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
そ
の
礎
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
片
時
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん

今
年
は
戦
後
五
十
年
の
節
目
の
期
に
当
り
ま
す
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人
間
と
人
聞
が
殺
し
合
う
悲
惨
な

戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

又
国
の
内
外
に
多
く
の
惨
禍
を
残
し
た
こ
と
に
想
い
を
致
し

戦
没
者
並
び
に
戦
争

犠
牲
者
に
心
か
ら
追
悼
の
誠
を
捧
げ
永
遠
の
平
和
を
誓
い
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す

」
の
よ
う
な
意
味
あ
い
か
ら

紀
念
碑
建
立
の
話
が
輿
り
其
の
主
旨
を
広
く
多
く
の

方
々
に
御
伝
え
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
御
賛
同
を
戴
き
出
費
多
端
の
折
に
も
係
わ
ら
ず

多
額
の
浄
財
を
御
寄
付
戴
き

立
派
な
紀
念
碑
の
建
立
が
で
き
ま
し
た

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

厚
く
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

建
立
に
当
り
ま
し
て
は

次
市
下
志
和
地
町
片
岡
利
隆
様

詳
博
様
に
は
本
事
業

に
深
い
御
理
解
を
戴
き
敷
地
の
御
寄
付
を
戴
き

又
工
事
の
設
計
に
つ
き
ま
し
て
は

長
尾
造
園
様

今
寅
石
材
庖
様
に
は
本
事
業
の
精
神
を
御
理
解
戴
き
最
高
の
技
術
と

良
心
に
基
き
立
派
な
石
碑
を
完
成
し
て
戴
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



後
に
な
り
ま
し
た
が

冨
野
井
先
生
に
は
碑
の
題
名
「
訣
別
の
跡
馬
通
峠
」
の
筆
を

御
執
り
戴
き

山
本
隆
司
先
生
に
は
碑
誌
の
起
草
選
定
に
大
変
な
御
心
配
を
戴
き

各
世
話
人
の
皆
様
に
は
今
春
以
来
度
々
の
会
合
等
心
か
ら
の
御
世
話
を
戴
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す

戦
争
体
験
の
全
く
な
い
子
供
さ

除
幕
に
当
り
ま
し
て
は

ん
に
も
参
加
し
て
戴
き

今
後
五
十
年

百
年

何
百
年
と

永
い
年
月
を
こ
の
馬

通
峠
を
通
る
人
々
が

こ
の
碑
を
仰
ぎ
見
て

戦
争
を
普
の
物
語
と
し
て
彼
方
に
追

い
や
る
こ
と
な
く
自
分
の
手
許
に
た
ぐ
り
寄
せ
て
戴
き
昔
の
事
実
を
想
い
浮
べ

日
を
考
え

戦
没
者
を
追
悼
し

永
遠
の
平
和
を
誓

っ
て
戴
く
こ
と
を
期
待
し

は
御
祈
を
致
し

多
く
の
人
々
の
善
意
に
感
謝
し

御
礼
を
申
し
上
げ
式
辞
と
レ
た

し
ま
す平

成
七
年
十
一
月
二
十
五
日

戦
争
終
結
五
十
周
年
記
念
事
業

紀
念
碑
建
立
世
話
人
会

A 
""三

長

竹

河

喜
骨

後

カ官、

き

双
三
郡
遺
族
連
合
会
会
長

三主
同

成

木

「
が
ま
ん
し
ま
し
ょ
う
勝
つ
ま
で
は
」
の
辛
抱
と
「
八
紘
二
子
の
精
神
」
と
が
、

あ
の
大
戦
を
支
え
て
き
た
が
、
終
戦
か
ら
す
で
に
五
十
年
を
経
る
に
至
っ
た
。
世
相

は
一
転
し
て
、
価
値
観
も
変

っ
て
き
た
。

一
番
身
に
染
み
る
も
の
は
国
の
楯
と
し
て

戦
場
に
一
身
を
捧
げ
「
帰
ら
ぬ
人
」
と
な

っ
た
人
の
在
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
こ
と
に

痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

今
日
「
人
命
尊
重
と
か
」

「一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
」
と
か
を
標
ぼ
う
し
て
、
人

権
週
間
を
設
定
し
個
人
を
大
切
に
す
る
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
新
憲
法
を
基

底
と
し
た
極
め
て
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
か
ん
が
み
、
戦
場
に

散
華
さ
れ
た
方
々
の
霊
を
慰
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在

及
び
将
来
に
わ
た

っ
て
、
永
久
に
継
承
さ
れ
る
べ
き
行
為
と
思
わ
れ
る
。

過
去
当
郡
に
お
い
て
も
、
戦
後
各
町
村
ご
と
に
戦
没
者
の
慰
霊
祭
を
毎
年
執
行
さ

れ
、
現
在
も
な
お
そ
れ
は
継
続
さ
れ
て
は
い
る
が
、
中
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

体
で
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
の
事
業
は
町
村
主
体

明

で
追
悼
し
て
ほ
し
い
し
、
そ
の
こ
と
は
町
村
民
意
識
の
継
承
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

且

当
郡
の
遺
族
連
合
会
発
足
当
初
の
会
長
は
、

山
口
精

一
氏

(
三
良
坂
町
圧
塚
の
方
で

三
良
坂
町
長
)

-
木
村
菊
一
氏
(
三
良
坂
町
三
良
坂
)

-
大
田
庄
一
氏
(
吉
舎
町
安

回

続
い
て
渡
辺
剛
氏
(
三
良
坂
町
新
開
)
が
代
々
継
承
さ
れ
、
各
町
村
毎
に
神

式
・
仏
式
に
よ
る
慰
霊
の
祭
典
が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
今
更
の
如
く
感

-567-

じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、
遺
家
族
の
福
祉
増
進
、
会
員
意
識
の
高
揚
や
啓
発
、

町
村
遺
族
会
間
の
連
係
を
保
持
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
毎
年
継
続
さ
れ
て
い
る
町
村

遺
族
会
の
幹
部
研
修
、
旅
行
を
通
し
て
親
睦
を
は
か
り
、
会
の
目
的
達
成
に
ま
い
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、

い
ち
ば
ん
問
題
と
し
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
年
々
正
会
員
数
の
急

激
な
減
少
を
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

と
か
く
活
動
に
制
限
を
受
け
沈

滞
が
ち
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
基
金
を
創
設
し
自
主
活
動
の
基
本
を
確
立

す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
市
町
村
も
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
記
述
が
後
に
な

っ
た
が
、
清
国
神
社
や
護
国
神
社
な
ど
へ
の
参
拝
は
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
参
拝
し
、
慰
霊
の
ま
こ
と
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
自
己
を
顧
み
る
よ
す

が
と
な
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
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こ
れ
ま
で
歩
ん
だ
五
十
三
年

双
三
郡
吉
舎
町
敷
地

双
三
郡
遺
族
会
青
年
部
長

星

埜

弘

私
は
、
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
四
日
、
星
埜
家
の
長
男
と
し
て
、

母
ノ
ブ

父
倍
、

エ
と
の
聞
に
生
れ
た
。
当
時
日
本
は
戦
時
下
に
あ
り
、
世
の
男
達
は
、
次
か
ら
次
ぎ

へ
と
戦
場
に
狩
り
出
さ
れ
て
行
っ
て
い
た
。
私
の
父
も
、
ご
多
分
に
洩
れ
ず
、
私
が

生
れ
て
五
十
八
日
目
、

八
月
末
に
出
征
し
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
だ
首
の
座
っ
て
い
な

い
当
時
の
私
に
記
憶
の
あ
る
は
ず
は
な
い
、
男
の
子
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
た
と
の
こ

と
、
父
は
そ
の
ま
ま
帰
る
こ
と
な
く
、

翌
年
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
平
洋
戦

争
突
入
の
そ
の
日
、
中
国
上
海
の
病
院
に
て
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
姉
五
才
、
私
一

才
半
の
時
で
あ
る
。
私
の
家
の
奥
の
聞
に
掛
け
て
あ
る
写
真
の
父
し
か
、
私
は
知
ら

な
い
、
そ
の
写
真
で
見
る
か
ぎ
り
で
は
、

い
か
に
も
真
面
目
そ
う
で

や
さ
し
さ

杯
の
父
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
父
と
の
思
い
出
は
全
く
な
い
の
で
す
。

以
来
未
亡
人
と
な

っ
た
母
、
祖
母
、
姉
と
私
、

四
人
の
細
々
と
し
た
星
埜
家
の
生

活
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
祖
母
コ
シ
マ
は
、

な
か
な
か
し

っ
か
り
し
た

お
ば
あ
さ
ん
で
あ
り
、
長
男
で
あ
る
私
を
常
に
連
れ
て
歩
い
て
く
れ
、

可
愛
が
り
又

厳
し
く
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
子
供
同
志
で
、
け
ん
か
で
も
す
れ
ば
、
「
帰

っ
て
お
ば
あ
さ
ん
に
言
い
つ
け
て
や
る
」
こ

ん
な
言
葉
を
吐
く
程
、
頼
れ
る
と
い
う

か
、
父
の
い
な
い
私
に
と
っ
て
強
い
味
方
と
な
る
、

お
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
女
子
供
で
荷
車
を
引
い
て
山
へ
薪
宇
つ
く
り
に
出
か
け
、
大
き
な
荷
車
が

小
さ
な
子
供
に
と

っ
て
、
思
う
よ
う
に
引

っ
ぱ
る
事
が
出
来
ず
困

っ
た
事
、

又
小
牛

を
買

っ
て
大
き
く
育
て
売
る
事
も
し
て

い
て
、
牛
に
運
動
を
さ
せ
て
や
っ
た
り
色
々

世
話
を
し
て
や
る
の
も
小
学
生
の
私
の
役
目
で
し
た
。
私
が
成
長
す
る
ま
で
の
間
地

域
の
方
々
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な

っ
て
来
た
事
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

地
域
行
事
等
で
男
役
が
当
た
れ
ば
、

ど
な
た
か
に
か
わ

っ
て
も
ら
い
、
精
神
的
に
も

さ
さ
え
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
面
で
助
け
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
今
日
の
私
が
あ

る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
又
母
子
家
庭
で
あ
る
が
故
に
何
く
そ
と
思
う
事
も
あ
っ
た
が

「
僕
が
大
き
く
な

っ
た
ら
:
:
:
」
と
い
う
思
い
、

そ
れ
も
今
の
私
を
つ
く

っ
て
く
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
十
二
月

父
の
五
十
回
忌
の
法
要
を
営
み
、
本
当
に

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
思

っ
た
も
の
で
す
。
あ
ら
た
め
て
自
分
の
年
令
を

思
い
、
そ
し
て
子
供
達
の
成
長
に
目
を
細
め
た
の
で
し
た
。
父
と
の
思
い
出
を
持
た

な
い
私
は
、
自
分
の
子
供
達
に
は
こ
ん
な
事
は
さ
せ
た
く
な
い
、

」
ん
な
思
い
で
子

供
達
の
小
学
生
の
頃
毎
年
旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て
や
っ
た
り
、
子
供
達
と
遊
ん
で
や

る
時
間
を
つ
く
っ
て
や
っ
た
事
等
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
は
長
女
も
二
十
四
才
勤
め
、

長
男
は
二
十

一
才
学
生
共
に
良
い
子
で
、
成
長
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸

569一

せ
の
ま
っ
た
だ
中
に
毎
日
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
あ
の
思
ま
わ
し
い
戦
争

は
、
半
世
紀
過
ぎ
た
今
も
、
決
し
て
終

っ
て
い
な
い
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、

今
だ
に
原
爆
で
苦
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
、
当
時
中
国
に
残
り
日
本
に
帰
っ
て

来
れ
な
か

っ
た
、

中
国
に
残
留
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
方
々
、
祖
国
日
本
で
余
生
を

と
い
う
強
い
思
い
の
人
達
な
ど
な
ど
決
し
て
戦
争
は
終
っ
て
い
な
い
、
私
達
は
あ
の

戦
争
を
決
し
て
風
化
さ
せ
る
事
な
く
常
に
平
和
を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
で
そ
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、

ご
恩
返
し
を
、

し
な
く
て
は
と
の
思
い
は
常
々
持

っ
て
い
ま
し
た
し
、
今
ま
さ
に
私

に
と
っ
て
そ
の
時
が
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
成
五
年
二
月
、
幸
い
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
吉
舎
町
議
会
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
平
和
を
追
い
求

め
な
が
ら
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
、

文
ま
ち
‘
つ
く
り
、

お
互
に
痛
み
の
わ
か
る
社

会
に
な
る
よ
う
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
、

心
に
誓

っ
て
い
ま
す
。



私
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顧
り
み
る
と
五
十
七
年
前
聖
戦
と
名
付
け
ら
れ
た
あ
の
支
那
事
変
昭
和
十
二
年
七

月
の
大
召
集
に
当
時
陸
軍
歩
兵
伍
長
で
あ

っ
た
主
人
は
多
く
の
郷
土
の
在
郷
軍
人
と

共
に
出
征
し
て
行
き
八
月
上
旬
に
は
極
秘
裡
に
大
陸
に
渡
り
ま
し
た
。
当
時
私
の
家

て
い
ま
し
た
。
翌
十
三
年
三
月
末
次
男
を
出
産
し
、

で
は
祖
母
、
男
、
姑
と
私
、
長
男
が
三
才
私
の
お
腹
に
は
三
ヶ
月
の
胎
児
が
残
さ
れ

四
月
四
日
北
支
に
て
戦
死
と
の

公
報
を
産
後
十
九
日
め
に
受
取
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
も
う
農
繁
期
で
水
田
に
堆
肥

を
負
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
に
し
て
固
か
ら
出
た
か
家
に
帰

っ
た
か
覚
え

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
後
は
戦
争
未
亡
人
の
誰
も
が
体
験
な
さ

っ
た
事
で
す
が
三
人

の
年
老
い
た
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
乍
ら
二
人
の
子
供
の
成
長
の
み
を
願

っ
て
そ
れ
こ

愛
犬
と
共
に
生
き
て
来
た
小
野
久
子

そ
風
邪
を
ひ
く

暇
も
な
い
程
働

き
ま
し
た
。
十

四
年
末
か
ら
は

日
本
発
送
電
に

よ
る
ダ
ム
工
事

が
始
ま
り
立
退

き
を
余
儀
な
く

さ
れ
働
き
手
の

な

い

私

宅

で

は
、
日
本
発
送
電
か
ら
村
へ
入
る
営
業
収
益
税
の
一
割
を
立
退
犠
牲
者
へ
配
分
の
金

と
扶
助
料
と
で
何
と
か
生
計
が
営
ま
れ
る
と
思
い
湖
畔
に
居
住
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
敗
戦
と
な

っ
て
か
ら
は
暫
く
の
聞
は
扶
助
料
は
停
止
さ
れ
、

又
日
発

か
ら
入
る
税
の
改
革
と
か
で
村
か
ら
の
金
も
な
く
立
退
き
当
時
の
田
畑
の
代
金
は
そ

の
時
代
で
は
代
替
え
も
充
分
出
来
る
価
格
で
し
た
が
数
年
後
か
ら
急
激
な
貨
幣
価
値

の
変
動
は
外
に
収
入
の
な
い
私
共
に
は
致
命
的
で
し
た
。
そ
の
内
米
の
配
給
制
度
が

は
じ
ま
り
、
ダ
ム
の
出
来
な
い
時
は
米
も
売

っ
て
い
た
の
に
配
給
米
を
受
け
乍
ら
の

家
族
六
人
の
食
糧
の
確
保
等
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
終
戦

と
な
り
、
方
々
に
復
員
さ
れ
て
御
挨
拶
に
来
ら
れ
る
と
父
親
の
面
影
を
知
ら
な
い
次

男
が
「
ア
レ
お
父
さ
ん
」
と
尋
ね
ま
す
。
亡
く
な

っ
た
と
云

っ
て
も
頑
是
な
い
幼
な

児
に
は
わ
か
ら
ず
姑
や
祖
母
と
共
に
ど
れ
だ
け
泣
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
今
頃
の

様
に
福
祉
活
動
は
な
く
子
供
達
に
勉
強
さ
せ
て
や
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
今
更
乍
ら
残

570ー

念
で
す
。

世
の
中
が
落
着
き
を
取
り
も
ど
し
、
子
供
た
ち
も
成
長
し
偉
く
な
く
と
も
人
様
に

余
り
迷
惑
を
か
け
な
い
で
過
せ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
が
三
十
二
年
に
八
十
七

才
で
四
十
年
に
男
が
八
十
四
才
で
姑
は
四
十
八
年
に
九
十
一
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
は
定
年
も
近
付
い
た
長
男
と
五
十
才
を
過
ぎ
た
嫁
と
若
い
孫
夫
婦
の
五
人
が

貧
し
い
乍
ら
仲
よ
く
肩
を
よ
せ
合

っ
て
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

今
、
半
生
紀
の
昔
を
ふ
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
家
に
嫁
い
で
慣
れ
な
い
農
作

業
に
も
や

っ
と
慣
れ
た
と
思
う
と
田
畑
は
湖
底
に
沈
み
、

そ
れ
以
後
は
あ
ら
ゆ
る
労

働
に
従
事
し
ま
し
た
。

工
事
中
に
は
索
道
の
綴
器
押
し
、

川
か
ら
砂
や
パ
ラ
ス
を
背

負
う
土
木
工
事
等
連
日
の
重
労
働
で
今
思
う
と
よ
く
も
体
が
続
い
た
と
思
い
ま
す
。

工
事
が
終
り
僅
か
に
残

っ
た
堪
水
区
域
外
の
農
地
を
耕
し
て
収
穫
し
た
十
五
俵
の

米
、
そ
の
時
の
嬉
し
さ
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
少
し
づ
っ
心
に
余
裕
が
出
来
て
か
ら



は
今
迄
お
世
話
に
な

っ
た
社
会
に
私
に
出
来
る
ご
恩
返
し
に
と
婦
人
会
の
お
世
話

ゃ
、
民
生
児
童
委
員
等
及
ば
ず
乍
ら
務
め
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
令
よ

り
も
早
く
腰
が
曲
り
歩
行
困
難
と
な
り
今
は
何
の
役
に
も
た
た
な
く
な
り
ま
し
た
が

近
所
の
同
年
配
の
方
々
よ
い
友
達
が
多
く
、
野
菜
作
り
の
傍
ら
い
ろ
い
ろ
の
趣
味
に

打
ち
込
ん
だ
り
今
が
私
の
一
番
幸
せ
な
時
で
す
。

何
時
で
も
胸
を
張

っ
て
主
人
の
許

に
逝
け
る
過
去
を
誇
り
に
日
々
是
好
日
と
自
己
満
足
の
日
々
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

別
れ
告
げ
た
峠
に
碑
(
三
和
の
板
木
地
区
)

戦
時
中
、
手
旗
を
振
っ
て
見
送
っ
た

故
郷
去
る
兵
士
ら
し
の
び

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
双
三
郡
三
和
町
板
木
地
区
か
ら
戦
地
に
向

か
う
兵
士
が
振
り
返

っ
て
故
郷
を
最
後
に
見
た
標
高
三

0
0メ
ー
ト
ル
の
馬
通

(ま

ど
お
し
)
峠
で
、
兵
士
や
看
護
婦
、
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
亡
く
な
っ
た
百
九
十

一

人
の
名
前
を
刻
ん
だ
石
碑
「
訣

(け
つ
)
別
の
碑
」
の
除
幕
式
が
こ
の
ほ
ど
あ

っ
た。

-
歴
史
の
跡
と
ど
め
る
た
め

地
区
住
民
か
ら
の
寄
付
金
八
百
十
五
万
円
で
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
三

基
の
碑
を
建
立
し
た
。

高
さ
一
一

一
メ
ー
ト
ル
の
中
央
碑
に
「
訣
別
の
跡
馬
通

峠
」
、
右
に
名
前
、
左
に
「
戦
没
者
と
戦
争
犠
牲
者
に
追
悼
を
捧
げ
、
永
遠
の
平
和

を
誓
う
」
と
刻
み
こ
ん
だ
。

建
立
世
話
人
代
表
で
元
町
議
竹
河
寿
さ
ん
(
七
四
)

ら
の
話
に
よ
る
と
、
峠
は
、

戦
地
に
向
か
う
村
の
若
者
と
村
人
が
最
後
の
別
れ
を
す
る
場
所
だ

っ
た
。

る
か
の
う
」
と
話
し
合

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

竹
一例
さ
ん
ら
は
「
た
ん
な
る
慰
霊
碑
で
は
な
く
、 双三郡三和町板木地区から戦地に向かう兵士が振り帰って故郷を最

後に見た(まどおし)峠に碑

碑
。
ほ
か
に
あ
ま
り
例
は
な
い
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

碑
の
後
ろ
の
空
き
地
に
木
を
植
え
、

隣
町
の
境
界
と
な
る

峠
に
若
者
は
立
ち
、
村

長
ら
が
「
達
者
で
や
れ
」

「
後
の
こ
と
は
心
配
す

る
な
」
と
激
励
。
万
歳

の
声
に
送
ら
れ
、
若
者

た
ち
は
役
場
が
仕
立
て

た
車
で
高
田
郡
甲
田
町

の
国
鉄
駅
へ
向
か

っ

た。
一
九
三
九
年

(昭
和

一
四
年
)

571-

一
月
九
日
、

一
人
で
峠
に
立
っ
た
元

町
教
育
委
員
の
益
田
静

麿
さ
ん

(七
七
)
lま

車
中
で
「
生
き
て
帰
れ

歴
史
の
跡
を
と
ど
め
る
た
め
の

周
辺
を
公
固
化
す
る
計
画
を
た
て
、

元
兵
士

た
ち
の
声
を
集
め
た
冊
子
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

戦
後
五
十
年
を
記
念
し
て
、
二
度
と
悲
し
い
出
来
事
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
同
町

が
建
立
し
た
。

の
年
配
有
志
で

つ
く
る
戦
争
終
結
五
十
周
年
記
念
事
業
世
話
人
会

(竹
河
寿
代
表
)


